
第 2 章 御所御用の変遷

れ
ら
の
御
用
開
始
時
期
を
ま
と
め
た
の
が
次
頁
の
表
で
あ
る

。

＿
第玄
竺
御
所
御
用

〇
変
遷

(
1
)奥
野
高
廣

「皇
室
御
経
済
史
の
研
究
」

後
篇
畝
傍
書
房
昭
和
十
九
年
(

-
九
四

四
）
六
月
後
、

国
書
刊
行
会
よ
り

復
刻

1

江
戸
時
代
の
御
所
御
用

御
用
達
と
は

「ご
よ
う

た
し
」
の
ほ
か
「
ご
よ
う
だ
ち
」
「ご
よ
う
た
つ

」
と
も
読
む
が
、
御
所
や
そ
の
他
の
御
用

品
を
謹
ん
で
調
達
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
れ
を
請
け
負
う
商
人
を
御
用
商
人
と
か
御
用
達
商
人
と
い
っ
た
。

虎
屋
は

古
く
か
ら
御
所
の
御
用
を
勤
め
て
い
る
が

、

そ
の
起
源
と
変
遷
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う

。

江
戸
時
代
の
朝
廷
で
は
、
日
常
生
活
で
消
費
す
る
生
活
財
は
も
と
よ
り
、
儀
式
に
使
わ
れ
る
調
度
そ
の
ほ
か
の
も
の

を
、
特
定
の
禁
裏
御
用
商
人
か
ら
購
入
し
て
い
た
。

そ
う
し
た
商
人
の
な
か
に
は
、
国
名
な
ど
を
冠
し
た
受
領
名
を
許

さ
れ
る
者
も
お
り
、
京
都
の
町
や
同
業
集
団
の
な
か
に
お
い
て
も
別
格
な

存
在
で
あ
っ
た

。

一
、
禁
裏
御
用
商
人
の
数

禁
裏
御
用
商
人
の
存
在
が
歴
史
上
に
登
場
し
た
の
は
鎌
倉
時
代
の
供
御
人
か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
江
戸
時
代
以

前
の
こ
と
は
後
述
の
川
端
道
喜
以
外
よ
く
わ
か
っ
て
い
な
い
。

宝
暦
四
年
(

-
七
五
四
）
の

「御
出
入
商
人
中
所
附
」

と
い
う
古
文
書
に
は
、

元
禄
十
四
年
(
-
七
O

I
)
時
点
で
の
禁
裏
御
用
商
人

二
八
五
名
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
。

そ
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第 1 部 前近代の虎屋

元禄14年 (1701 ) 当時禁裏御用商人一覧

御用始期 人 数

①御代々 23名 (8.07%)

②嵯峨天皇在位中 大同 4-弘仁14 (809-823) 2名 (0.70%)

③後奈良天皇在位中 大永 6-弘治 3 (1526-1557) 2名 (0.70%)

④正親町天皇在位中 弘治 3-天正14 (1557-1586) 1 名 (0.37%)

⑤後陽成天皇在位中 天正14-疫長16 (1586-1611) 21名 (7.34%)

⑥後水尾天皇在位中 慶長16-寛永 6 (1611-1629) 36名 (12.63%)

⑦明正天皇在位中 寛永 6-寛永20 (1629-1643) 10名 (3.50%)

⑧後光明天皇在位中 寛永20-承応 3 (1643-1654) 50名 (17.55%)

⑨後西天皇在位中 承応 3-寛文 3 (1654-1663) 28名 (9.83% )

⑩霊元天皇在位中 寛文 3-貞享 4 (1663-1687) 71名 (24.91%)

⑪東山天皇在位中 貞享 4-元禄14 (1687-1701) 35名 (12.28%)

⑫不 明 6名 (2.11%)

^ ロ
計 285名 (100.00%)

注：東山天皇の在位は宝永6年 (1709) まで
出典：宝暦4年 (1754) 「御出入涸人中所附」

合
計
で
二
八
五
名
の
う
ち
御
用
開
始
時
期
が
判
明
し
て
い
る
の
は

二
七
九
名
で
あ
る

。

う
ち
「
御

代
々
」
と
記
さ
れ
た
二
十

一
二
名
(
+
二
品
目
）
は
、
大
永
六
年
(

-
五
二
六
）
以
前
に
御
用
を
開
始

し
て
お
り
、
御
用
商
人
の
な
か
で
も
古
い
由
緒
を
誇
っ
て
い
た

。

そ
の
後
、
安
土
桃
山
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
頭
に
か
け
て
の
後
陽
成
天
皇
の
在
位
時
か
ら
徐
々
に

商
人
の
数
が
増
え
、
次
の
後
水
尾
天

皇
在
位
時
を
合
わ
せ
る
と

二
十
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
る

。

年
代
で

い
う
と
、
十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
半
ば
に
御
用
を
開
始
し
た
こ
の
グ
ル

ー

プ
は
、
全
体
の
五
分

の

一
を
占
め
、
御
用
商
人
の
な
か
で
も
比
較
的
古
く
か
ら
出
入
り
を
始
め
た
者
た
ち
で
あ
っ
た

。

元
禄
十
四
年
時
点
の
御
用
商
人
の
多
く
は
、
後
光
明
天

皇
以
降
御
用
達
と
な
っ
て
い
る

。
当

該
史

料
の
作
成
さ
れ
た
東
山
天
皇
在
位
時
ま
で
の
間
に
御
用
を
開
始
し
た
者
が
六

十
四

•

五
六
パ
ー

セ
ン

ト
を
占
め
る

。

彼
ら
が
御
用
廂
人
の
中
核
を
な
し
、
特
に

霊
元
天
皇
の
と
き
に
は
七
十
一
名
の
商
人

の
江
戸
幕
府
の
成
立
か
ら
ほ
ぼ
四
十
年
を
過
ぎ
た
寛
永
末

年
(

-
六
四
三
）
以
降
、
経
済
的
な
発
展
が

―
つ
の
頂
点
を
な
し
た
元
禄
時
代
に
か
け
て
の
六
十
年

間
に
、
新
た
に
御
所
御
用
を
始
め
た
商
人
が
全
体
の
六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
め
て
い
る
の
で

あ
る

。

こ
の
こ
と
は
江
戸
時
代
初
期
以
降
、
こ
の
時
期
ま
で
に

旧
来
の
御
用
商
人
と
新
し
い
商
人
と

の
交
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

。

幕
府
の
甚
礎
が
固
ま
る
以
前
の
江
戸
時
代
前
期
は
禁
裏

御
用
商
人
に
と
っ
て
も
浮
沈
の
激
し
い
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う

。

二
、
禁
裏
御
用
菓
子
屋
の
変
遷

「
御
出
人
商
人
中
所
附
」
に
は
餅
‘
菓
子
、
麺
類
の
三
種
を
扱
う
商
人
が

一
緒
に
記
さ
れ
て
い
る

。

餅
御
第
子
麺
類

す
な
わ
ち
、
慶
長
八
年
(
-
六
0
1
―
-）

が
御
所
へ
の
出
入
り
を
始
め
て
い
た

。
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第 2 章 御所御用の変遷
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(2
)
後
光
明
天
皇
と

明
正
上
皇
が
父
君
の

後
水
尾
上
皇
を

訪
ね
ら
れ
た
折
の
菓
子
納

人
記
録

内

文
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ょ
岳

i
l匁
t
栢
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t
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ダ
り
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符
托
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人
屯

み
g
へ
i
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寸
、
ヽ
ん
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ぇ見とJ
 

江近屋虎

冴
代
じ

閑
わ
’
*

條
e
差
;
坊

K

ん
況
爪
ヽ

七

「御出入商人中所附」 （宝暦4年） 「同 （後陽成院様御在位より ）

保
に
い
た
っ
て
い
る

。

御
代
々

後
陽
成
院
様
御
在
位
よ
り

後
光
明
院
様
御
在
位
よ
り

後
西
院
様

後
光
明
院
様

年
(

-
六
五
四
ー
六
三
）

桔
梗
屋
土
佐

橘
屋
伊
勢

丸
屋
市
郎
兵
衛

仙
洞
様
井
筒

屋
素

麺
屋
勘
左
衛
門

丸
屋
は
麺
類
、
井
筒
屋
は
素
麺
屋
と
あ
り
麺
類
商
人
で
あ
る

。

筆
頭
の
川
端
道
喜
は
、
戦
国
期
に
困
窮
し
た

皇
室
に

勤
仕
し
た
と
の
伝
承
を
持
つ
商
人
で
、
御
用
商
人
の
な
か
で
も
特
別
な
存
在
で
あ

っ
た
。

同
家
は
餅
や
粽
を
納
め
、

菓

子
屋
と
御
用
品
目
で
若

干
重
な
る
と
こ
ろ
は
あ

っ
た
が
、
こ
の

当
時
は
菓
子
屋
に
は
分
類
さ
れ
な
い
。
二
口
屋
・
虎

屋
・
桔
梗
屋
・
橘
屋

（立
花
屋
と
も
）
の
四
軒
が
、
元
禄
期
に
御
用
を
勤
め
た
菓

子
屋
と
な
る

。

こ
の
四
軒
は
当
時
の

京
都
の
市
中
で
も
著
名
だ
っ
た
店
ば
か
り
で
、

『京
羽
二
重
』
(
-
六
八
五
）
に
も
有
名
菓
子
屋
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

。

こ
の
う
ち
桔
梗

屋
土
佐
が
寛
永
二
十
年
i

承
応
三
年

(
-
六
四
三
ー
五
四
）
の
、
橘
屋
伊
勢
は
承
応
三
年
i

寛
文
三

の
間
に
御
用
を
始
め
て
お
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
御
用
を
勤
め
て
い
た
の
は
、
虎

屋
と

二
口
屋

の
み
で
あ

っ
た

。

寛
永
十
二
年
(

-
六
三
五
）
「
院
御
所
様
行
幸
之
御
菓
子
通
」
の
裏
表
紙
に
も
御
用
菓

子
屋
と
し
て

虎
屋
と

二
口
屋
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
十

二
年
時
点
で
は
、
こ
の

二
軒
だ
け
が
御
所
御
用
を
勤
め
て
い

(2
)
 

た
可
能
性
が
高
い
。

そ
の
後
の
記
録
を
追
う
と
、
慶
安
四
年
(

-
六
五

一
）
の
「
行
幸
御
菓
子
渡
帳
」
に
、
御
菓
子
屋

三
人
と
あ
り
、
虎

屋
・

ニ
口
屋
・
桔
梗
届
で
あ
ろ
う

。

承
応
三
年
以
降
さ
ら
に
橘
屋
伊
勢
が
加
わ
り
、
元
禄
を
経
て
享

享
保
二
年
(

-
七

一
七
）
八
月
、
御
菓
子
屋
が
御
所
の
御
賄
方
へ
代

金
の
値
上
げ
を
願
っ
た
史
料
で
も
二
口
屋
能
登

、

虎
屋
近
江
、
橘
屋
伊
勢
、
桔
梗
屋
土
佐
の
四
名
が
連
署
し
て
い
る

。

し
か
し
、

享
保
十
五
年
以
降
、
橘
屋
の
名
前
は
み

ら
れ
な
く
な
り
、

残
り
の
三
軒
が
御
用
を
勤
め
た
こ
と
が
元
文
四
年
(

-
七
三
九
）
ま
で
は
確
認
で
き
る

。

同 同

麺
類

同

同

虎
屋
近
江

川
端
道
喜

二
口
屋
能
登
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第 1 部前近代の虎屋

禁裏御用菓子屋変遷表

天正14 寛永12 寛永20 慶安4 承応3 元禄14 享保2 享保15 元文4 明和4 安永2 嘉永6 明治元頃 現代
1586 1635 1643 1651 1654 1701 1717 1730 1739 1767 1773 1853 1868 2002 

*A • B•A•C *A *A•D•E•F•G•H 

虎屋 ― 虎屋 虎屋 虎屋 ―虎屋 ― 虎屋 ―虎屋 ― 虎屋― 虎屋一—虎屋 ー 虎屋 J虎屋

二口屋＿二ロ屋 二口屋 二口屋 ―—二口屋—二口屋 —―二口屋 ―ーニロ屋—ーニロ屋―—二口屋＿二口屋

桔梗屋＿桔梗屋 桔梗屋＿桔梗屋＿桔梗屋＿桔梗屋

橘屋 ＿ 橘屋 ＿橘屋

出典： *A 「御出入商人中所附」 （宝暦4年）
*B 「院御所様行幸之御染子通」 （窮氷 12年）
*C 「行幸御藻子渡戟」 （疫安 4 年）
*D 乍恐口上内以奉屈上候（享保2年8月 3 日）
*E 乍恐口上笞（享保15年2 月）
*F 乍恐口上杏（元文4年3月）
*G 乍恐奉願上候口上fl (明和4年10月 13 日）
*fl 就御尋以l'lf寸申上候（安永2年IO月）
*' 乍恐口上l'l (嘉氷 6 年 12月 22 日 ）
*J 「諸売人印鑑阪 • 宮中 ft!度掛」 （ 「皇室御経済史の研究」 後庶所収）

松屋 一 松屋 一 松屋 ― 松屋 — 松屋

禁裏御用菓子屋所在地図

上立売

堪木町

丸太町

竹屋町

□三A 虎屋寛永5年 ( 1628 ) 以前より
B 二口屋→ B'天保元年 ( 1830) 以降
C 桔梗屋土佐 貞享2年 ( 1685)
D 橘屋伊勢貞享2年 ( 1685 )
E 松屋山城貞享2年 ( 1685 ) → E ' 嘉永7年 ( 1854) → E ' 明治初年 (1868) →ピ現在

室
町
衣
棚

C
_ 

新
町

釜
座

西
洞
院

‘
、

1

“ 
‘
、

J

油
小
路

御
幸
町

舷
屋
町

富
小
路

柳
馬
場

堺
町
高
倉

間
ノ
町

東
洞
院

車
屋
町

烏
丸

用身

注 ： 禁襄御用菓子屋は、御所や公家の屋敷地であ っ た現在の京都御苑の近くや、幕府機関が集ま っ ていた二条城近くに店を

構えていた 。
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第 2 章 御所御用の変遷

御用提灯と御用札
して用いた

菓子納入に際

御門鑑 非常時御所に出入りする
際の通行証

(
3
)
明
治
初
年
の
禁
褒
御
用
菓
子
屋
は

「
一条
室
町
東
入
黒

川
光
正
（
虎
屋
）
」

「同
所

黒
川
光
保
（
二
口
屋
）
」
「小
川
今

出
川
上
ル
上

田
常
盤
（
松
屋
）
」
で
あ

る
（
「諸
売
人
印
鑑
帳

•

宮
中
用
度
掛

」

「皇
室
御
経
済
史
の

研
究
」
後
篇
所
収
）

。

す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
う
ち
、

ニ

口
屋
は

一
八
四
0
年
代
に
経
営
を
破
綻
さ

せ
て
虎
屋
が
実
質
的
に
経
営
し
て
い
た

。

(
4
)宮
内
庁
書
陵
部
蔵

(
5
)
小
麦
粉
に
卵
、
砂
糖
を
ま
ぜ
、
ね

っ

て
焼
い
た
菓
子

(
6
)四
角
い
棒
状
の
菓
子
で
、

一
綽
‘
二

柿
と
数
え
る

。

羊
菱
が
代
表
的

(
7
)

―
つ
ひ
と
つ
独
立
し
た
菓
子
で

、

一

個
、
二
個
と
個
数
で
数
え
る

。

生
第
子

や
餅
菓
子
が
代
表
的

(8
)
い
わ
ゆ
る

乾
き
物

。

重
さ
で
凧
を
示

す
こ
と
が
多
い

。

有
平
糖
な
ど
の
飴
や

押
物
な
ど
も
入
る

。

(
9
)雛
節
句
に
用
い
ら
れ
る
菓

子

安
永
二
年
(

-
七
七
三
）
の
禁
裏
御
用
商
人
に
つ
い
て
の
調

査
で
は
、

「
一
条
通
室
町
東
へ
人

町

菓
子
屋
近
江
大

橡
」
「
室町
今
出
川
上
ル
町
同
能
登
橡
」

「小
川
通
今
出
川
上
ル
町
同
伝
兵
衛

」
の
三
軒
の
菓
子
屋
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る

。

近
江
大
橡
は
虎
屋
、
能
登
橡
は
二
口
屋
で
、
こ
れ
ま
で
の
記
録
に
あ

っ
た
桔
梗
屋
土
佐
と
橘
屋
伊
勢
の
両

店
の
名
が
消
え
、
代
わ
っ
て
伝
兵
衛
、
す
な
わ
ち
松

屋
常
盤
が
登
場
し
て
い
る

。

下
っ
て
嘉
水
六
年
(

-
八
五
三
）
＋
二
月

二
十
二
日
の
口
上
書
に
は
、
松
屋
伝
兵
衛

・

虎
屋
弁
十
郎
・
ニ
口
屋
富
三

郎
の
連
名
で

「前
々
よ
り
御
所
様
江
調
進
仕
来
候
」
と
あ
り
、
安
永
以
降
も
ず

っ
と
こ
の

三
軒
が
御
所
の
菓

子
御
用
を

勤
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

。

つ
ま
り
安
土
桃
山
時
代
初
め
か
ら
幕
末
ま
で
変
わ
る
こ
と
な
く
御
用
を
勤
め
た
の
は
虎

近
世
を
通
じ
て
御
所
御
用
を
勤
め
た
菓

子
屋
は
二
i

四
店
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
店
で
納
め
る
菓
子

の
分
担
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か

。

時
代
は
下
る
が
幕
末
頃
の
禁
裏
御
用
商
人
を
記
録

し
た

『御
賄
方
本
途
帳
』
の
菓

子
の
部
を
み
る
と
、
松

屋
伝
兵
衛
は
主
に
健
肥
と
落
雁
を
納
め
、
二
口
屋

・

虎
屋
の
両
店
が
枠
菓
子
・
数
菓
子
•
干
菓

子
や
雛
菓
子
を
納
め
て
い
た

。

そ
の
状
況
は
虎
屋
に
残
る
御
用
記
録
で
も
確
認
で
き
る

。

現
在
で
は
虎
屋
は
、
羊
羹
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
カ
ス
テ
ラ
や
ケ
サ
チ
イ
ナ
の
よ
う
な
南
蛮

菓
子
も

含
め
て
飴
か
ら
煎
餅
類
に
い
た
る
ま
で
幅
広
く
お
納
め
し
て
い
た

。

そ
れ
は
、
御
所
の
ご
要
望
に
は
す
べ
て
お
応
え
す

る
と
い
う

経
営
姿
勢
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た

。

屋
と

二
口
屋
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る

。
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第 1 部 前近代の虎屋

江戸時代前期京都有名菓子屋一覧

「京羽二重j所載第子所 貞享2年 (1685)

所在地 第子屋

1 室町今出川角 二口屋能登

2 一條通烏丸西へ人 虎届近江

3 寺町三條上）レ町 亀届和泉

4 寺町三條上ル町 丁子屋伊豫

5 衣の棚二條上ル町 桔梗屋土佐

6 衣の棚丸太町下ル町 橘屋伊勢

7 小川通元誓願寺二丁上 松屋山城

8 新町三條上ル町 越前大採

9 油小路椙木町上）レ丁 宝来屋武蔵

10 室町四條上ル町 宝来屋武兵衛

11 烏丸三條下）レ町 日本第一塩瀬

12 四條通柳馬場 丁子屋

13 四條寺町西へ入町 猿屋

14 四條川原町東へ人丁 鯛屋

15 囮條川原町東へ入町南側 大餞頭屋

16 新町通竹屋町上）レ町 鯛屋越後

17 松原通油小路西へ人丁 大黒屋出雲

18 烏丸姉小路上）レ町 菊屋

19 東洞院三條下ル町 鶴犀

20 四條油小路西へ人町 樋口播磨

21 元菩願寺大宮角 丁子屋和泉

22 油小路魚の棚下 鯛屋播磨

23 五條橋東 鯛屋

注：順序は記載順

出典： 「京都叢書」
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江近

妍
為
キ
む
ぶ
滓
了
成
速A
辺
斗
辻
か
應
裕
疼
丈
＃

屋

辛
虚
他
衷
菜

達
之
好
み
は
翌
塁
山
撼
瓜
差
近
泣
池
魯

，
羨
苔
羹
役
咲
羊
灸
t

嚢
笞
芸
面
雌
象
含

o
峠
月
様
牧
い

虎

仝
手
翡
を
”
＆
宮
弄
塁
羞
殺
翌
怠
患
袈
杢
迄
芯
r

紙
を
分
年
呑
忠
及
初
和
州
古
巧
舛
令
烹
翡
盛
O
O苫
府
京
師
芸
屯

序年4
 

彩
秘
歴
盆
四
釘
J
Li
此
g
紬
瓜
遂
日生
長
政
月
没J
I
I
取
杖
翌
委

贋
序
夏
而
竺
光
人

ぃ之
付
杖
放
柑
杖

'i
t
f
諏
入
渇
一
沖
則
其
己
＃
茶宝延

O

叫
月
西
浮
多’杖
誓
各
祗
紐
人
称
浮
鋲
翌
嘉
杞
素
工
加
紫
為
(j
 
事

忍
共
月

g
浙
魯
魯
絃
之

i
g

指
言
誓
全
遥
桔
5
之

紀

令
共
外
甜
般
遂
察
g

カ
カ
合
否
患
＂
是
又
洛
堕
魯
夏

乎
舟
笠
虚
o
此
J
l胄
天
ユ
寺
翌
底
梵
北
拿
唐
此
月
令
洛
次

下
兄
女口
喝
玄
守
忘
“
；
ュ
ぶ
ぷ
す
令
志
点
戎
以
小
．誓
菜

m

紹
介
し
て
お
き
た
い

。

そ
の
な
か
に
鎮
子
（
屋
）

一
条
虎
屋
•
松

『薙
州

に
関
す
る
記
述
も
み
ら
れ
る
の
で

（
一
六
七
六
）

の
よ
う
な
評
価
を
得
て
い
た
の
で
あ
ろ
う

。

黒
川
道
祐
の

『日
次
紀
事
』

や

『碓
州
府
志
』

前
期
の
京
都
の
地
誌
や
情
報
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、

『日
次
紀
事
』
で
は
、
北
野
天
神
の
七
軒
茶
屋
や
粟
餅

。

東

山
の
方
広
寺
門
前
の
大
仏
餅

。

渡
邊
（
川
端
）
道
喜

·

道
和

の
内
裏
粽
。
塩
瀬
•
松
屋
山
城

·

虎
屋
近
江
•
亀
屋
和
泉

・

宝
来
屋

・

ニ
ロ
唇
等
の
骰
頭
や
羊
羹
を
あ
げ
て
い
る

。

で
は
、
餞
頭
の
店
と
し
て
塩
瀬

·

こ
う
し
た
店

府
志
」

屋
•
亀
屋

·

二
口
屋
・
宝
来
屋
の
名
を
記
し
、

は
、
羊
奨
•
月

羹
・
外
郎
餅
•
高
麗
仙
餅
な
ど
も
作
っ
て
い

お
こ
し

た
と
し
て
い
る

。

ま
た
、
虎
屋
と

二
口
屋
は
興
米
や
う
ど
ん

で
も
有
名
店
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

。

虎
屋
が
菓
子

一
般
だ
け

で
な
く
、

O
Oハ
米
や
う
ど
ん
な
ど
で
も
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
っ

た
こ
と
は
興
味
深
い

。

意
外
な
よ
う
だ
が
、
江
戸
時
代
中
期

江
戸
時
代
の
虎
屋
は
、
京
都
の
地
域
社
会
や
人
々
か
ら
ど

一
、
地
誌
な
ど
に
み
る
虎
屋

2

虎
屋
評
判
記

に
は
、
近
世
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第 2 章

(
1
0
)元禄
十
年
(

-
六
九
七
）
刊
。
「京
都

市
歴
史
資
料
館
紀
要
第
3

号
」
昭
和
六
十

一
年
(

-
九
八
六
）
六
月
所
収

ま
で
、
う
ど
ん
は
菓
子
屋
の
商
品
で
あ
っ
た

。

江
戸
時
代
、
京
都
や
江
戸
な
ど
の
大
都
市
に
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
商
人
や
職
人
が
店
を
構
え
て
い
た

。

そ
の
な

か
で
も
特
に
有
名
な
店
を
紹
介
し
た
本
に
評
判
記
の
類
が
あ
る

。

京
都
で
も
多
く
の
評
判
記
が
版
を
璽
ね
て
い
た

。

そ

の

一
っ
で
あ
る

『京
羽
二
重
』
(
-
六
八
五
）
に
は
二
口
屋
能
登
と
虎
屋
近
江
を
箪
頭
に

二
十
三
軒
の
菓
子
屋
が
記
さ

れ
て
い
る

。

後
に
刊
行
さ
れ
た
評
判
記
で
も

二
口
屋
と
虎
屋
は
京
都
の
菓
子
屋
の
箪
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
く
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
中
心
的
存
在
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る

。

茶
の
湯
と
虎
屋

和
菓
子
の
発
展
は
茶
の
湯
と
の
関
係
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
い

。

十
六
世
紀
の
茶
会
記
に
も
菓
子
は
登
場
す
る
が
、

意
匠
や
菓
銘
に
工
夫
を
凝
ら
し
た
菓
子
が
登
場
す
る
の
は
、
十
七
世
紀
も
遅
く
、

一
六
八
0
年
代
以
降
の
こ
と
で
あ
る

。

十
八
世
紀
を
過
ぎ
る
と
、
茶
の
湯
に
宗
匠
好
み
と
い
う
傾
向
が
表
れ
始
め
、
菓
子
の
世
界
に
も
そ
れ
が
反
映
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
茶
席
の
菓
子
は
ま
す
ま
す
趣
向
を
凝
ら
し
た
も
の
に
な
る

。

(IO
)
 

遠
州
流
の
茶
人
で
多
く
の
茶

書
を
著
し
て
い
る
遠
藤
元
閑
の
著

書
に

『茶
湯
評
林
』
が
あ
る

。

こ
の
第
八
巻
で
は
、

多
く
の
茶
の
湯
に
関
わ
る
道
具
師
や
店
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
御
茶
菓
子
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ
て

一
、
御
茶
菓
子

う
ひ
ろ
う
餅
の
類
色
々

干
菓
子
類

さ
め
か
ひ
餅

さ
ほ
物
類
色
々
伝
曰
、
五
日
十
日
遠
国
へ
往
と
も
そ
こ
ね
す
、

（
紅
梅
飴
）

か
う
は
い
あ
め
正
と
う
じ
藤
は
か
ま

紅
い
心
やi
ぐ
い
叫
ん
勺
い

白
し
た
う

其
外
い
ろ
／
＼

白
昔

か
ら
な
で
し
こ

御所御用の変遷

い
る

。

や
う
か
ん
の
類
色
々

二
、
茶
の
湯
•
贈
答
に
み
る
虎
屋

能
茶
菓
子
也

ふ
き
上
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第 1 部 前近代の虎屋

(
1
2
)理由
と
し
て
は
、
何
度
か
の
火

災
に

際
し
て
最
も
重
要
と
考
え
た
御
所
御
用
の

記
録
を
優
先
し
て
避
難
さ
せ
て
き
た
で
あ

ろ
う
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た

、
文
書

の
整
理
に
際
し
て
も
御
所
御
用
を
優
先
さ

せ
た
の
で
あ
ろ
う

。

1
1)
亀
屋
和
泉
と
思
わ
れ
る

。

贈
答
と
虎
屋
の
菓
子

菓
子
は
嗜
好
品
と
し
て
好
ま
れ
贈
答
に
も
多
く
使
わ
れ
た

。

虎
屋
の
記
録
を
み
て
も

禁
裏

•

公
家

・

大
名
相
互
の
贈

答
用
と
し
て
お
び
た
だ
し
い
菓
子
を
納
め
て
い
る
。
贈
答
に
使
用
さ
れ
る
お
客
様
の
虎
屋
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
も

簡
単
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

妙
法
院

（
新
日
吉門
跡
）
は
京
都
東
山
に
あ
る

天
台
宗
寺
院
で
、
梶
井
門
跡

（三
千
院
）

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

。

し
た
公
家
の
茶
の
湯
で
も
高
い
信
用
を
得
て
い
た
様
子
が
わ
か
る

。

を
歴
任
し
、

一
面
を
惑
じ
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う

。

青
蓮
院
門
跡
と
と
も
に

京
一
条
通
烏
丸
西
へ
入
町

右
に
よ
れ
ば
、
外
郎
餅
や
羊

羹
あ
る
い
は
枠
菓
子
が
良
い

茶
茉
子
と
さ
れ
、
そ
の
条
件
の

一
っ
と
し
て

日
保
ち
の
良
さ
を
あ
げ
て
い
る
の
が
興
味
深
い

。

干
菓
子
ほ
か
の
菓
子
も
あ
わ
せ
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

推
奨
す
べ
き
茶
菓
子
屋
と
し
て
数
あ
る

京
都
の
第
子
屋
の
な
か
で

、
虎
屋

一
軒
だ
け
が
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。

も
ち
ろ
ん

遠
藤
元
閑
の
恣
意
が
ま
じ

っ

て
い
る
の
は
否
定
で
き
な
い
が
、
当
時
の
虎

屋
へ
の
評
価
の

茶
の
湯
と
虎
屋
の
第
子
の
関
わ
り
に

つ
い
て
、
も
う

―
つ
触
れ
て
お
こ
う
。

関
白
、
摂
政
や
太
政
大
臣

一
流
の
茶
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
近
衛
家
熙
の
言
行
を
記
し

た

『椀
記
」
で
は
、
享
保
十
六
年
(

-
七
三

-
）
＋
月
に
翌
H

嵯
峨
野
で
使
う
栗
粉
餅
を
虎
屋
と
亀
屋
に
注
文
し
た
と
こ
ろ
、
品
質
保
持
に
自

信
が
持
て
な
い
の
で

と
一
度
は
販
売
を
断
ら
れ
た
こ
と
を
記
し

、

両
店
が
儲
か
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
風
潮
に
流
さ
れ
な
い
店
で
あ
る

と
賞
賛
し
て
い
る

。

こ
の
時
の
栗
粉
餅
は
嵯
峨
に
お
け
る
茶
席
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う

。

虎
屋
が
禁
裏
を
中
心
と

こ
れ
ま
で
は
、
虎
屋
の
菓
子
と
い
う
と
や
や
も
す
る
と
御
所
と
の
関
係
ば
か
り
が
強
調
さ
れ
て
き
た

。

こ
れ
は
虎
屋

(12
)
 

に
残
る
古
文
書
が
御
所
御
用
に
関
す
る
史
料
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
に
も
―
つ
の
原
因
が
あ
る

。

し
か
し
、

『
茶
湯
評
林
』

や

『椀
記
』
と
い
っ
た
、
こ

こ
で
触
れ
た
文
献
を
み
る
と
、
虎
屋
の
菓
子
は
茶
の
湯
の
菓
子
と
し
て
も
、
地
歩
を
固
め

虎
屋
近
江
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第 2 章 御所御用の変遷

1
3
)嘉
祥
に
つ
い
て
は
二
四
八
頁
参
照

西
鶴
と
虎
屋

も
重
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る

。

上の記録から復元した菓子

屋
の
菓
子
が
使
わ
れ
て
お
り
、
武
家
の
贈
答
で

こ
の
ほ
か
幕
府
や
大
名
な
ど
の
贈
答
に
も
虎

こ
と
を
示
し
て
い
る

。

で
、
虎
屋
の
菓
子
が
日
頃
か
ら
使
わ
れ
て
い
た

子
屋
を
後
世
の
参
考
の
た
め
に
記
し
た
も
の

日
記
と
い
う
性
格
上
、
贈
答
（
献
上
）
用
の
菓

可
宜
事
」

山
門
（
延
暦
寺
）
三
門
跡
に
数
え
ら
れ
、
門
主

に
は

皇
族
が
多
く
迎
え
ら
れ
て
い
る

。

妙
法
院

に
残
る

『妙
法
院
日
次
記
』
宝
永
二
年
(

-
七

子
を
献
上
し
て
お
り
、

門
主
か
ら
仙
洞
御
所
（
霊
元
上
皇
）
ヘ
茶
と
菓

そ
の
際
「
御
菓
子
虎
屋

（
お
菓
子
は
虎
屋
の
も
の
が
良
い
）

と
し
て
虎
屋
の
名
を
特
に
あ
げ
て
い
る

。

公
用

最
後
に
民
間
に
お
け
る
虎
屋
の
菓
子
の
利
用
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い

。

か
つ
て
嘉
祥
と
い
う
菓
子
が
主
役
と

(13
)
 

な
る
行
事
が
あ
っ
た

。

こ
の
日
に
な
る
と
、
御
所
で
は
天

皇
か
ら
臣
下
ヘ

一
升
六
合
の
米
が
下
賜
さ
れ
る
習
わ
し
で
、

与
え
ら
れ
た
者
は
、
そ
の
米
を
虎
屋
か

二
口
屋
で
菓
子
に
換
え
て
持
ち
帰
る

。
一
方
民
間
で
は
嘉
祥
喰
と
呼
ば
れ
十
六

品
の
食
品
を
食
べ
る
風
習
が
あ
っ
た

。

井
原
西
鶴
の

『
諸艶
大
鑑
』
(
-
六
八
四

•

別
名

『好
色
二
代
男
』）
を
み
る
と
、

島
原
の
遊
郭
の
嘉
祥
喰
で
は

川
端
道
喜
の
笹
粽
、
二
口
屋
の
餞
頭
な
ど
と
と
も
に
虎

屋
の
羊
羹
が
登
場
し
て
い
る

。

今

0
五
）
＋

一
月
十
三
日
条
に
よ
る
と
、
妙
法
院
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第 1 部 前近代の虎屋

屠

和
菓
子
の
歴
史

菓
子
と
い
う
言
葉
に
は

、

果
物
や
木
の
実
と
い
う
意
味
も
あ
る

。

古
代
に
お
い
て
は
、
こ
の
意
味
の
ほ
う
が

一
般
的
で
あ
っ
た
。

「
水
菓
子
」
と
い
う
呼
称
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。

広
義
に
は
果
物

や
木
の
実
も
和
菓
子
の
ル
ー

ツ
の

一
っ
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、

「
菓
子」
を
、
私
た
ち
が
イ
メ
ー
ジ
す
る

「米
を
は
じ
め
と
す
る

穀
物
や
豆
な
ど
の
原
材
料
に

、

人
の
手
を
加
え
て
作
る
加
工
食
品
」

と
す
る
と
、
餅
や
団
子
が
和
菓
子
の
始
ま
り
と
い
え
る

。

和
菓
子

発
展
の
歴
史
は
こ

の
餅
や
団
子
を
基
本
と
し
て
始
ま
る
こ
と
に
な

る
。

と
は
間
違
い
な
い
。

か
ら
し
て
も
広
く
知
ら
れ
た
菓
子
屋
で
あ
っ
た
こ

使
わ
れ
て
い
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
尾
形
光

琳
や
三
井
家
や
洩
池
家
な
ど
の
名
が
注
文
記
録
に

み
え
る
こ
と
か
ら
上
層
町
人
の
利
用
が
確
認
で
き

る
。

ま
た
先
に
紹
介
し
た
よ
う
な

評
判
記
の
記
述

和
菓
子
が
発
展
し
て
い

っ
た
理
由
の
―
つ
に
、
外
国
食
文
化
の

影
響
が
あ
る

。

そ
の
第

一
は
七
世
紀
か
ら
九
世
紀
に
か
け
て
遣
唐

使
が
中
国
か
ら
も
た
ら

し
た
と
も
い
わ
れ
る

唐
菓
子
で
あ
る
。

唐

菓
子
の
特
徴
の

―
つ
に
、
米
や
小
麦
粉
で
形
作
っ
た
生
地
を
油
で

揚
げ
る
調
理
法
が
あ
る
。

中
世
以
降
は
、

一
般
で
は
あ
ま
り
食
べ

ら
れ
な
く
な
っ
た
が
宮
中
の
行
事
な
ど
に
使
わ
れ
、
現
在
で
も
各

地
の
寺
社
で
お
供
え
や
神
瞑
と
し
て
作
ら

れ
て
い
る
。

第
二
の
影
響
も
や
は
り
中
国
か
ら
も
た
ら

さ

れ
て
い
る
。

現
在
、

羊
羹
と
骰
頭
は
代
表
的
な
和
菓
子
に
数
え
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ

ら
が
伝
来
し
た
の
が
十
三
世
紀
以
降
の
鎌
倉
時
代
で
あ

っ
た
。

中

国
に
留
学
し
た
禅
宗
の
僧
侶
や
日
本
を
訪
れ
た
中
国
人
僧
侶
等
に

の
と
こ
ろ
民
間
に
お
い
て
も
虎

屋
の
菓
子
が
広
く
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第 2 章 御所御用の変遷

よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た
点
心
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
日

二
食
の
食
習
慣

で
あ
っ
た
当
時
、
そ
の
中
間
に
と
る
軽
い
食
事
を
点
心
と
呼
ん
で

お
り
、
羊
羹
や
餞
頭
あ
る
い
は
麺
類
な
ど
種
類
は
豊
富
で
あ
っ
た

。

羊
羹
は
中
国
で
は
羊
の
肉
を
使
っ
た
汁
物
だ
っ
た
が
、
肉
食
を

禁
じ
ら
れ
た
僧
侶
た
ち
は

小
豆
な
ど
を
使
っ
た
精
進
料
理
と
し
て

汁
と

一
緒
に
食
べ
て
い
た

。

現
在
の
蒸
羊
羹
の
よ
う
な
甘
い
菓
子

と
し
て
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
室
町
時
代
後
期
か
ら

安
土
桃
山
時
代
に
か
け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る

。

ち
な
み
に
寒
天

を
使
っ
た
煉
羊
羹
が
生
ま
れ
た
の
は
江
戸
時
代
後
期
に
な
っ
て
か

ら
と
い
わ
れ
て
い
る

。

餞
頭
は
仁
治
二
年
(
―
二
四

一
）
、
迎

一
国
師
（
円
爾
弁
円
）

が
中
国
留
学
か
ら
帰
っ
て
博
多
に
滞
在
し
た
と
き
、
茶
店
で
手
厚

い
も
て
な
し
を
受
け
た
礼
と
し
て
、
主
人
の
栗
波
吉
右
衛
門
に
酒

皮
骰
頭
の
製
法
を
教
え
た
の
が
始
ま
り
と
い
う

。

そ
の
後
こ
の
餞

頭
は
、
茶
店
の
屋
号
虎
屋
に
ち
な
ん
で
虎
屋
餞
頭
と
呼
ば
れ
て
い

る
（
弊
社
と
は
直
接
の
関
係
は
な
い
）

。

ま
た
こ
の
約

一
0
0
年

後
に
は
塩
瀬
餞
頭
も
伝
え
ら
れ
て
い
る

。

と
こ
ろ
で
大
航
海
時
代
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
の
人
々
は
、
世
界

各
地
に
足
跡
を
記
し
た
が
、
遠
く
日
本
へ
も
進
出
し
て
い
る

。

な

か
で
も
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
や
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
南
蛮
文
化
を
伝
え
て

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

。

菓
子
の
世
界
で
は
金
平
糖
（
コ
ン

フ
ェ
イ
ト
）
や
ボ
ー
ロ
、
有
平
糖
、
カ
ル
メ
イ
ラ
、
カ
ス
テ
ラ
な

ど
の
南
蛮
菓
子
が
も
て
は
や
さ
れ
た

。

ケ
サ
チ
イ
ナ
や
ハ
ル
テ
イ

ス
な
ど
今
は
幻
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
菓
子
の
御
用
記
録
も
、
虎
屋

の
古
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る

。

南
蛮
菓
子
の
特
徴
は
砂
糖
の
大
鼠

使
用
と
鶏
卵
の
使
用
で
あ
っ
た

。

そ
れ
ま
で
鶏
卵
を
食
べ
る
こ
と

の
少
な
か
っ
た
日
本
人
に
と
っ
て
、
鶏
卵
の
普
及
は
食
生
活
上
大

き
な
変
化
で
あ
っ
た

。

植
物
性
の
原
材
料
を
基
本
と
す
る
和
菓
子

で
も
、
鶏
卵
は
例
外
的
に
使
用
し
て
い
る

。

な
お
南
蛮
菓
子
伝
来

当
時
も
、
菓
子
の
中
心
は
草
餅
や
あ
ぶ
り
餅
な
ど
素
朴
な
も
の
で
、

茶
の
湯
の
菓
子
に
も
昆
布
や
ふ
の
焼
き
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
た。

こ
れ
ら
外
国
の
食
文
化
の
影
孵
を
受
け
つ
つ
、
江
戸
時
代
、
日

本
の
菓
子
は
変
化
を
遂
げ
て
い
っ
た

。

江
戸
時
代
は
、
日
本
の
歴

史
上
ま
れ
に
み
る
安
定
し
た
社
会
を
実
現
し
、
食
文
化
も
大
い
に

発
展
を
遂
げ
て
い
る

。

た
だ
し
江
戸
時
代
も
初
め
の
頃
は
、
菓
子

も
前
代
以
来
の
素
朴
な
も
の
が
中
心
で
あ
っ
た
（

三
十
六
頁
参

照
）。

そ
の
後
、
上
方
を
中
心
と
し
て
元
禄
文

化
が
花
開
き
、
技

巧
を
凝
ら
し
た
工
芸
や
友
禅
染
が
流
行
し
、
美
し
く
彩
ら
れ
た
染

織
や
工
芸
の
美
意
識
が
菓
子
に
も
影
孵
を
与
え
、
意
匠
に
工
夫
を

凝
ら
し
た
上
菓
子
が
誕
生
し
て
い
る

。

上
菓
子
と
は
上
等
な
白
砂

糖
を
使
っ
た
菓
子
で
、
古
典
文
学
な
ど
に
想
を
得
た
雅
な
菓
銘
が

つ
け
ら
れ
た

。

上
菓
子
の
誕
生
に
よ
っ
て
、
味
覚
や
触
覚
、
嗅
覚

だ
け
で
な
く
、
意
匠
を
視
覚
で
楽
し
み
、
菓
銘
を
聞
い
て
聴
覚
で

も
味
わ
う
と
い
う
、
五
惑
の
芸
術
と
し
て
の
和
菓
子
が
大
成
し
た

と
い
え
よ
う

。

京
都
で
生
ま
れ
た
上
菓
子
は
、
徐
々
に
全
国
へ
広
ま
っ
て
い
っ

た
。
一
方
、
江
戸
で
は
気
ど
ら
な
い
餅
菓
子
や
団
子
類
が
庶
民
に

も
て
は
や
さ
れ
て
い
た

。

向
島
の
桜
餅
、
浅
草
の
米
餞
頭
、
麹
町

の
助
惣
焼
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い

。

和
菓
子
は
上
菓
子
や
庶

民
的
な
菓
子
、
あ
る
い
は
家
庭
で
作
ら
れ
る
お
や
つ
、
行
事
菓
子

な
ど
多
様
な
世
界
を
つ
く
り
出
し
、
文
化
・
文
政
(

-
八
0
四
ー

三
0
)
の
爛
熟
期
を
経
て
明
治
を
迎
え
る

。

ち
な
み
に
和
菓
子
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
治
以
降
の
こ
と
で
、
欧
米
の

菓
子
の
流
入
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
菓
子
と
区
別
す
る
必
要
か

ら
和
菓
子
、
洋
策
子
と
い
う
言
薬
が
生
ま
れ
た

。

和
菓
子
は
日
本
の
文
化
、
伝
統
を
背
景
に
生
ま
れ
、
「
和
」
を

象
徴
す
る
商
品
と
し
て
現
在
に
い
た
っ
て
お
り
、
今
後
も
創
意

T
­

夫
を
重
ね
て
新
た
な
展
開
を
み
せ
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う

。
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